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この技術の特徴は、木質･草本系バイオマスのガス化改質機で得られるバイオマスガス（水

素と一酸化炭素の混合ガス）を用いて、エタノールを高効率で直接合成する触媒変換技術で

す。

東京農業大学･積水化学･長崎総合科学大学は、農林バイオマス3号機をベースにしたトー

タルシステムを設計・試作し、木材、バガスや稲わらをガス化して得られるバイオマスガス

からのバイオエタノール直接合成技術の実証試験に成功しました。

1.エタノール直接合成システムの試作と触媒開発 ’
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エタノール(99％)の製造
(蒸留･ゼオライト吸着分離）

町

エタノール合成試作機(触媒0.2-0.6L)

(1)Rh系複合触媒開発

Rh複合成分の担体担持法および活性化法の研究を進め、CO転化率とエタノール収量が従来法に

比べて1.5-2倍に向上する高活性なRh複合触媒を開発しました。

(2)反応成績(H/CO比:2、温度:275-295C、圧力:1-3MPa/ワンパス）

●CO転化率(6-15%)

●エタノール選択率（70-85％）

●エタノール収量(STY:250-450g/L-cat/h)
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'2ｴﾀﾉー ﾙ直接合成ｼｽﾃﾑの性能向上

木質バイオマスのガス化・エタノール直接合成システム

＜改良点＞

(1)反応条件最適化

(2)加圧・循環系の導入

力:3MFe

宿環3回

＜反応成績＞

●CO転化率(39%)

●エタノール選択率(74％）

●エタノール収量(545g/L-cat/h)

◎本プロセスを用いると、Itの木質バイオマスから320Kgの高純度エタノールが得られる計算

になります。

S､バイオマスのガス化・エタノール合成の実証試験 ’
農林バイオマス3号機・PSA精製・エタノール合成装置の連結システムで、杉、ソルガム、バガス

と稲わらを用いた実証実験を行いました。（法的制約より圧力は1MPa未満にて実施）

その結果、約10時間の安定運転を達成し、当初計画通り高純度バイオエタノールを獲得すること

ができました。

4.実用規模での経済性評価

バイオマス投入量250k9/h級のトータルシステムにて経済I性評価を行った結果、排熱を利用した

場合にはエタノール販売価格100円/Lで十分な収益が得られることが確認できました。
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